
 

 

 

 

 

 

【令和８年４月開校予定】 

“学びの多様化学校”の校名案を『尼崎琴
こと

葉
は

中学校』に決定しました 

 

 尼崎市は、このたび、令和８年４月開校予定、兵庫県下の公立では初となる学校型（※）の

“学びの多様化学校”の校名案を１案に決定しましたので、お知らせいたします。 

（※学校型……学校として独立している形態のもの） 

 

１ 校名案 

  『 尼崎市立 尼崎琴
こと

葉
は

 中学校 』 
 

２ 校名案の主な決定理由 

  下記３の選定ステップを経て、公募時の応募者の原案の中から１案を決定 

 ▼ 「琴」の字 

学びの多様化学校を設置する地に「琴浦城」とも呼ばれた尼崎城があったことや、近隣に

ある夜間中学校の「成良中学校琴城分校」と、定時制の「琴ノ浦高等学校」との連携を予定

している中、それらの学校名に共通して用いられている字となっており、尼崎の土地・地域

や多様な学びの場との一体感・つながりを感じることができる。 

 ▼ 「葉」の字 

空に向かって生徒がのびのびと成長や個性を発揮していくようなイメージや、葉には様々

なかたち・色合いそれぞれの良さがあり、葉と生徒を重ね合わせることができる。 
 

３ 校名案の選定ステップの概要 

 ▼ 令和６年 10 月 

   多様なアイデアを得るため、校名案の公募を実施（応募者：132 人） 

 ▼ 令和６年 11 月 

   有識者からの意見を参考に、教育委員会において 30案に絞り込み 

▼ 令和６年 12月～令和７年１月 

   子ども・若者や関係先に対して、アンケートを実施 

▼ 令和７年１月～令和７年２月 

   アンケートその他の検討材料を基に、教育委員会において９案、３案と順に絞り込み 

▼ 令和７年２月 

   総合教育会議において市長と教育委員会とが協議を行い、最終的に１案に決定 
 

４ 備考 

校名は、令和７年度最初の市議会定例会における条例改正の議決を経て、正式に決定予定です。 
 

以 上   

【参考情報】 

文部科学大臣に指定された学校においては、不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程

を編成して教育を実施することができ、このような教育を行える学校が“学びの多様化学校”と

呼ばれています。（尼崎市における学びの多様化学校の方向性は、別紙をご参照ください。）  

令和７年２月 26 日 

所 属 学びの多様化学校設置準備担当 

所属長 石井 郁樹 
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